
【第４回学校運営協議会概要】 

《日時》令和５年２月２日（木）１７時００分～1８時００分 
《場所》福栄中学校 会議室 
《構成》学識経験者・地域関係者代表・保護者代表・学校の教職員（計１２名） 
     参加９名（過半数に達しているため会議成立）  
《次第》1 校長あいさつ   
    ２ 協議 

・学校関係者評価の結果報告 
・「令和５年度 学校経営方針（案）」について    

    ３ 報告及び意見交換 
     ・地域の行事について 
    ４ その他 
     ・卒業式(3/10)について  ・制服業者決定について 
 

 市川市立福栄中学校 

学校運営協議 会 

第 ４ 号 

令和５年 2月 7日 

 

令和４年度 「第４回学校運営協議会」開催 
 
令和５年２月２日（木）に第４回学校運営協議会を行いました。本年度は予定通り 4回、11月に福

栄中ブロック合同の学校運営協議会を合わせると 5回開催することができました。学校運営協議会委員
の皆様には、本校の教育活動に大変貴重なご意見をいただき感謝しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【協議会の内容】 
(1) 学校生活について 
今年度１２月～１月（学校行事の様子、各学年の様子など） 

の学校生活の様子（学校だより「葦」第１７号～第 1９号の 

内容について）をお話ししました。 

生徒指導主任からは、各学年の取り組みの詳細とマルトリー 

トメント研修のまとめ（職員の感想）についてお話ししました。 

 
(2) 学校関係者評価・令和５年度 学校経営方針について 

すでに学校だより「葦」１８号でお知らせした令和 4年度の学校評価の結果（前期・後期・総 
合評価・比較）から事前にご意見と評価をいただきました。その「学校関係者評価」の結果を提示
し、次年度の学校運営にいかしていくための協議をしました。 
それを受けて「令和５年度 学校経営方針（案）」について検討した結果、原案が承認（決議：

承認(９)、承認しない(0)）されました。新年度に再度検討し、決定していく見通しです。 

 

《意見概要》 

・スマホやパソコンの活用及び歩行マナーなども指導してください。 

・学校経営はよくできている。マナーについては、家庭での教育と学校の両者の連携や指導が必要。 

・評価する指標（具体的な文言）を設けるとよい。数値化は難しい。  

・評価は紙面でのものとなりますが、実際に生徒や学校の様子を見ると分かる。 

・活動する機会が増えた分、生徒のよさが見えてきた。 

・学校経営方針の目指す生徒像について、勇気を持つ生徒を入れてみてはどうか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
(3)その他 
〇地域学校協働活動推進員から 
 ・「福カフェ」の活動報告（福カフェ新聞）と令和 5年度の開催スケジュール 
 ・いちかわうらやす若者サポートステーション、こども食堂、若者サポートプロジェクトの紹介 
〇地域から 
 ・自治会のイベントである夏祭りや餅つき大会が開催できれば、学校から協力をお願いしたい。 
〇制服変更の進捗状況について 
・制服検討委員会が立ち上がり、新制服（R6～）の変更に向けて準備を進めています。 

  12/22に制服業者 4社によるプレゼンテーションをし、品質、機能性、多様性、耐久性など
の各項目を精査した結果、明石スクールユニフォームカンパニーに業者を選定しました。今後、
制服のデザイン、エンブレムなど生徒にもアイディアを募集しながら制服決定をしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊学校運営協議会委員の任期は 
2年なので、来年度も継続と 
なります。 

＊令和５年度の学校運営協議会  
の開催日程は後日連絡します。 

■学校関係者評価 (5 段階評価) 
 

【確かな学力】4.0 
・生徒の「授業が良くわかる」数値が高いことがよい。「読解力」と「記述力」が昨年同様の課題とな 
っており、来年度へ向けての対応に期待する。 

・日常生活の中で、特に読書の機会が少なくなっていると感じます。 
・タブレットを使用して十分に活用できている。家庭学習の勉強の仕方を指導してほしい。 
 

【豊 か な 心】4.3 
・生徒、保護者ともに評価が高く、年々上昇している。各生徒に対する問題に対して対応できている。 
・コロナ禍で人との関わりやマスクに表情が見えず不安でしたが、クリーン作戦などで子どもたちの 
関わりが増え、きっかけがあれば交流できることがうれしかった。 

・笑顔できちんとあいさつができている。福祉教育を積極的に導入していくとよい。 
 

【健やかな体】3.8 
・栄養士の努力で生徒が好き嫌いなくバランスよく食べられているのが素晴らしい。給食の残飯はど 
の時代どの学校も同様であると推察する。また、学校生活の安全性の高さに安心感を覚える。 

・学校部活動で体力増強の機会が減少していると思います。 
 

【信頼される学校】4.4 
・教育方針、特色ある取り組みに努力されていると感じています。 
・授業参観の実施や広報物等を通じて情報発信を積極的に行っているように感じる。 
・清掃ボランティア、職業講話、伝統芸能体験等生徒が体験できてよかったです。 
 
【学校への意見】 
・学校だより「葦」は大変読みやすく、学校の様子がよくわかる。この紙面から読み取れる充実した 
学校運営に高く評価する。 

・学校評価では４つの項目の中で、多くが昨年の数値より高くなっており、先生方の努力のおかげで 
生徒に学習習慣等がしっかり身についてきている。どの項目も高く、頼もしい感じがする。 

◎ 令和４年度 学校運営協議会委員  
 
会 長：外畑 幸一（元福栄中校長） 
副会長：浅川 哲司（福栄二丁目自治会 会長） 
委 員：中村 義雄（市川市立福栄中学校 PTA会長） 

厚東 良秋（福栄三丁目自治会） 
阪中  修（かもめ自治会 会長） 
永野 裕美（元自治会 会長） 
増田 直子（民生児童委員） 
奥平三枝子（地域学校協働活動推進員） 
伊藤  浩（福栄中 校長） 
阿久津美紀（福栄中 教頭） 
髙田 裕一（福栄中 教務主任） 
程田  進（福栄中 地域連携主任） 


